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被
害
防
止
対
策
の
取
り
組
み

　
農
作
物
の
被
害
情
報
が
出
る
と
、
各
地

域
の
有
害
鳥
獣
捕
獲
班
（
猟
友
会
員
）
が

出
動
し
、
捕
獲
活
動
を
行
い
ま
す
。
捕
獲

班
の
皆
さ
ん
は
、
本
業
の
傍
ら
地
域
の
た

め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
年
間
を

通
じ
て
有
害
鳥
獣

監
視
員
が
市
内
の

見
回
り
を
し
て
い

て
、
被
害
状
況
の

調
査
や
追
い
払

い
な
ど
の
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。

被
害
防
止
対
策
へ
の
市
の
支
援

　
被
害
を
防
止
す
る
た

め
に
、
市
で
は
次
の
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
電
気
柵
設
置
助
成
】

◉
対
象　
市
税
の
滞
納

が
な
い
市
民

◉
対
象
物　
電
気
柵
一
式

◉
補
助
率　
資
材
費
の
60
㌫
以
内

◉
受
付
期
間　
９
月
１
日
㈪
〜
30
日
㈫

※ 

令
和
７
年
度
申
し
込
み
分
を
令
和
８
年

度
に
補
助
。
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、

令
和
９
年
度
の
補
助
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す

【
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
設
置
】

◉
対
象　
市
税
の
滞
納
が
な
い
３
戸
以
上

の
農
家

◉
対
象
物　
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
（
貸
与
）

◉
補
助
率　
資
材
費
の
１
０
０
㌫
以
内

（
上
限
有
。
自
力
施
工
）

※ 

令
和
７
年
度
申
し
込
み
分
を
令
和
９
年

度
に
設
置
対
応

【
狩
猟
免
許
取
得
助
成
】

◉
対
象　
市
税
の
滞
納
が
な
い
市
民
で
、

新
た
に
狩
猟
免
許
を
取
得
し
、
県
内
で
狩

猟
登
録
を
行
っ
た
人

◉
補
助
率　
狩
猟
免
許
取
得
お
よ
び
狩
猟

登
録
に
係
る
経
費
の
３
分
の
２
以
内

※ 

各
支
援
策
に
つ
い
て
詳
し

く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
確
認
く
だ
さ
い

　近年、市街地でもタヌキ、アナグマ、イノシシなどの野生動物が目撃されていて、農地や家庭菜園への被害
が確認されています。今回は、鳥獣被害防止対策の取り組みや市の支援事業などについて紹介します。
 ◎問い合わせ　森林保全課　☎23-2152

知って防ごう！
鳥獣被害

森林保全課
主事

川口　功
こ う

真
し ん

野生動物をすみ着かせないで
　本来は里山に生息している野生動物
ですが、すみかとなる環境があること
で住宅地にすみ着いてしまい、家庭菜
園の食害やふん害などの悪影響を及ぼ
します。
　野生動物による被害を防ぐには、食
料となる生ごみやペットの餌を外に放
置しない、雑草地のような野生動物の
隠れ場となる場所を作らないなどが大
切です。家庭でも鳥獣被害対策の取り
組みに協力ください。

有害鳥獣捕獲実績の推移 農作物被害額の推移
（単位：頭） （単位：千円）

3,206 3,0722,699

R4 R5 R6

11,182 9,6668,092

R4 R5 R6

イノシシ シカ サル

ワナの確認をする有害鳥獣監視員水田に設置した電気柵
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お
盆
の
墓
参
り 

と 
合
葬
墓

地
球
を
守
る
、
我
が
家
の
エ
コ
活

〜
私
た
ち
に
で
き
る
温
暖
化
対
策
〜

お
盆
の
墓
参
り
の
注
意
点

【
駐
車
場
と
交
通
規
制
】

　
市
営
墓
地
周
辺
の
混
雑
解
消
の
た
め
、

市
道
の
一
部
を
交
通
規
制
し
ま
す
。
駐
車

場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
自
家
用

車
を
利
用
す
る
場
合
は
、
で
き
る
だ
け
乗

り
合
わ
せ
の
上
、
警
備
員
の
誘
導
に
従
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
次
の
墓
地
の
臨
時
駐
車
場
に
看

板
を
設
置
し
ま
す
。
看
板
の
な
い
場
所
に

は
駐
車
で
き
ま
せ
ん
。

地
球
温
暖
化
が
も
た
ら
す
身
近
な
影
響

・ 

猛
暑
日
や
熱
帯
夜
が
増
加
し
、
熱
中
症

な
ど
の
健
康
被
害
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る

・
大
雨
や
台
風
な
ど
の
異
常
気
象
が
頻
発

・ 

水
不
足
や
農
作
物
の
収
穫
量
減
少
に
よ

り
食
料
価
格
が
高
騰

や
っ
て
み
よ
う
！
家
庭
で
の
エ
コ
活

　
体
調
や
天
候
に
合
わ
せ
て
、
無
理
の
な

い
範
囲
で
次
の
こ
と
を
実
践
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

【
節
電
の
工
夫
】

・
使
わ
な
い
部
屋
の
照
明
や
冷
房
は
消
す

・ 

待
機
電
力
を
減
ら
す
た
め
、
使
わ
な
い

機
器
の
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
く

【
節
水
の
工
夫
】

・ 

歯
磨
き
や
洗
顔
時
に
水
を
出
し
っ
ぱ
な

し
に
し
な
い

・
お
風
呂
の
お
湯
は
必
要
な
分
を
沸
か
す

・
ト
イ
レ
の
大
小
レ
バ
ー
を
使
い
分
け
る

【
供
え
物
な
ど
の
処
分
】

　
お
盆
期
間
中
は
墓
参
者
が
多
く
、
墓
地

内
の
ご
み
置
き
場
が
溢あ

ふ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
供
え
物
な
ど
の
持
ち
帰
り
に
協
力

く
だ
さ
い
。
供
え
物
な
ど
を
家
庭
ご
み
と

し
て
出
す
場
合
は
、
市
の
ご
み
分
別
方
法

に
沿
っ
て
処
分
く
だ
さ
い
。
針
金
が
使
わ

れ
て
い
る
造
花
な
ど
は
「
燃
や
せ
な
い
ご

み
」
で
す
の
で
、
注
意
く
だ
さ
い
。

上
長
飯
霊
地
公
園
合
葬
墓

　
本
合
葬
墓
は
、
使
用
者
か
ら
骨
壺
を
預

か
り
保
管
す
る
お
墓
で
す
。
市
で
管
理
さ

れ
る
た
め
、
使

用
者
は
掃
除
な

ど
が
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
要
件

に
該
当
す
る
人

は
、
生
前
予
約

も
可
能
で
す
。

合
葬
墓
使
用
許

可
の
際
は
、
下

表
の
使
用
料
を

納
付
く
だ
さ
い
。

【
買
い
物
・
外
出
時
の
工
夫
】

・
買
い
物
に
は
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
す
る

・
外
出
時
は
マ
イ
ボ
ト
ル
を
持
ち
歩
く

・
食
材
は
食
べ
き
れ
る
量
だ
け
買
う

【
暮
ら
し
の
工
夫
】

・ 

カ
ー
テ
ン
や
ブ
ラ
イ
ン
ド
で
日
差
し
を

調
整
し
、
冷
房
効
率
を
上
げ
る

・ 

植
物
を
育
て
て
緑

を
増
や
す

・ 

家
族
や
友
人
と
エ

コ
活
の
ア
イ
デ
ア

を
共
有
す
る

市
役
所
で
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
！

　
市
で
は
、
第
三
次
都
城
市
地
球
温
暖
化

対
策
実
行
計
画
に
基
づ
き
、
職
員
一
人
一

人
が
次
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
消
費
電
力
の
削
減

・
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の
推
進

・
廃
棄
物
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
徹
底

・
燃
料
や
水
の
使
用
量
削
減

　

お
盆
期
間
中
の
墓
参
り
の
際
は
、
混
雑
緩
和
に
協
力
く
だ
さ
い
。

今
回
は
、
市
が
管
理
す
る
合
葬
墓
の
利
用
に
つ
い
て
も
紹
介
し
ま
す
。

 

◎
問
い
合
わ
せ
　
環
境
政
策
課
　
☎
23
-2
1
3
0

　

最
近
、「
昔
よ
り
夏
が
暑
く
な
っ
た
気
が
す
る
…
」
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

気
温
は
年
々
上
昇
し
て
い
て
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
は
私
た
ち
の
身
近
な
と
こ
ろ
に
表
れ

て
い
ま
す
。
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
で
き
る
環
境
に
や
さ
し
い
活
動
（
エ
コ
活
）
が
、
未

来
の
地
球
を
守
る
力
に
な
り
ま
す
。
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

 

◎
問
い
合
わ
せ
　
環
境
政
策
課
　
☎
23
-2
1
3
0

【８月臨時駐車場開設と交通規制予定】

臨＝臨時駐車場あり、交＝交通規制あり

11日㈪ 13日㈬ 15日㈮

東墓地
（一万城町） ― 臨・交 臨・交

西墓地
（鷹尾一丁目） 臨 臨・交 臨・交

北墓地
（平江町） 臨 臨・交 臨・交

使用者の住所地・
本籍地区分

使用料
(１体当たり)

市内に住所がある 11万円

市内に本籍があり、
市外に住所がある 16万５千円


